
水揚港 2017年4月（トン）2018年4月（トン）前年比

沼津 3.9 29.4 7.54

八幡浜 14.5 32.0 2.21

土佐清水 7.2 139.9 19.43

合計 25.6 201.3 7.86
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ニュース JAFIC EYE №106 
2018 年 4 月におけるマアジ・マサバの漁獲状況概要 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

1.マアジ漁獲状況概要 

（1）南西・東海 

 南西・東海の 3港における 4月の水揚量は 201 トンであ

り、前期（26 トン）の約 8倍であった（表 1）。10月から

4月までの前期と今期の月別水揚量を比較すると今期は 3

月までは前期並みであり、4月に大幅に増加していた（図

1）。 

（前期は 2016 年 10 月～2017 年 4 月、今期は 2017 年 10

月～2018 年 4月、以下同様。） 

 表 1 南西・東海におけるマアジの水揚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 10 月から 4月までの前期と今期の南西・東海にお

けるマアジ水揚量の推移 

（2）日本海中西部 

 日本海中西部の 4港における 4月の水揚量は3,869トン

と前期（1,921 トン）の約 2倍であった。特に山陰におけ

る水揚量が前期を大きく上回る結果となった（表 2）。10

月から 4月までの前期と今期の月別漁獲量を比較すると

今期 3月までは前期よりも低く 4月に増加した（図 2）。 

 

 表 2 日本海・山陰におけるマアジの水揚量 

水揚港 2017年4月（トン）2018年4月（トン）前年比

魚津 4.0 34.3 8.58

金沢 0.5 1.4 2.80

境港 1676.0 3071.0 1.83

浜田 240.7 762.7 3.17

合計 1921.2 3869.4 2.01
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 10月から4月までの前期と今期の日本海中西部に

おけるマアジ水揚量の推移 

 

 

 

 

 

（3）東シナ海 

 東シナ海の 6港における 4月の水揚量は 4,145トンであ

り前期（5,957 トン）の約 0.7 倍であった（表 3）。10月

から 4月までの前期と今期の月別漁獲量を比較すると 11

月までは前期よりも高かったが、12 月に減少し、今期 3

月まで前期よりも低かった（図 3）。 

 

 表 3 東シナ海におけるマアジ水揚量 

水揚港 2017年4月（トン）2018年4月（トン）前年比

福岡 584.7 72.5 0.12

唐津 1166.8 192.3 0.16

松浦 2479.7 1845.6 0.74

長崎 1456.7 1901.5 1.31

枕崎 185.7 48.2 0.26

鹿児島 83.4 84.5 1.01

合計 5957.0 4144.6 0.70
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 10月から4月までの前期と今期の東シナ海におけ

るマアジ水揚量の推移 

 

 

 



水揚港 2017年4月（トン） 2018年4月（トン） 前年比

沼津 2938.4 2.7 0.001

八幡浜 4.0 4.9 1.225

土佐清水 14.0 2.0 0.143

合計 2956.4 9.6 0.003

（4）山陰から東シナ海における水揚量と体長組成の関連 

10 月から 3 月までの日本海中西部と東シナ海の水揚量

を前期と今期で比較すると今期の水揚量は少なかった。一

方、今期 4月の漁獲量はどの海域においても 3月に比べて

多かった。特に日本海中西部では 3月の 6倍と大幅に増加

しており、東シナ海は 3月の 2倍程度であった。 

例年、山陰から東シナ海において秋以降に 1歳魚（4月

で 15～18cm 程度）がまき網漁獲物に出現する。特に昨年

は夏から年始にかけて水揚物の主体となっていた。今期の

山陰では、4 月中旬までは 1 歳魚の出現が少なく、20cm

を超えるような2歳魚以上が水揚物の主体であった（図4）。

4月下旬になり、1歳魚と考えられる 16～18cm モードが出

現し、さらにそれよりも小さい 12～14cm モードも出現し

た（図 5）。一方、東シナ海では 4月に対馬沖で、1歳魚が

漁獲の主体となる日もあった（図 6）。 

これらのことから、1 歳魚（5 月で 16～18cm、11 月で

18cm～20cm）はようやく明るい材料がでてきた状況であり、

山陰から対馬で今後も水揚が期待でき、今年の夏にかけて

の漁獲の主体となると考えられる。 

 

 

図 4 2018 年 4 月 18 日における浜田の水揚物体長組成

の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 2018 年 4 月 26 日における隠岐海峡と対馬の水揚

物体長組成の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 6 2018 年 4 月 18 日における対馬の水揚物体長組成

の比較 

 

2.マサバ漁獲状況概要 

（1）南西・東海 

 南西・東海の 3港における 4月の水揚量は 10トンであ

り、前期（2,956 トン）の約 0.003 倍であった（表 4）。10

月から 4月まで前期と今期の月別漁獲量を比較すると今

期の3月までは前期並みであったが4月に大幅に減少した

（図 7）。  

 

表 4 南西・東海におけるマサバの水揚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 10 月から 4月までの前期と今期の南西・東海にお

けるマサバ水揚量の推移 

 

（2）日本海中西部 

 日本海中西部の 3港における 4月の水揚量は8,987トン

であり、前期（3,673 トン）のおおよそ 2.4 倍であった。

特に浜田での水揚量が 1,441 トンと前期の 2.3 倍であり、

前期を大きく上回った（表 5）。10月から 4月まで前期と

今期の月別漁獲量を比較すると 12月までは前期よりも低

かったが、今期1月から大幅に増加し4月まで高かった（図

8）。 

 

 

 

 



水揚港 2017年4月（トン） 2018年4月（トン） 前年比

福岡 686.0 45.4 0.066

唐津 1308.6 74.8 0.057

松浦 1512.9 2144.1 1.417

枕崎 1346.8 568.0 0.422

鹿児島 29.2 20.8 0.712

合計 4883.5 2853.1 0.584

水揚港 2017年4月（トン） 2018年4月（トン） 前年比

金沢 0.1 0.3 3.000

境港 3050.8 7545.0 2.473

浜田 622.5 1441.4 2.316

合計 3673.4 8986.7 2.446

 表 5 日本海中西部におけるマサバの水揚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図8 10月から4月の前期と今期の日本海中西部におけ

るマサバ水揚量の推移 

 

（3）東シナ海 

 東シナ海の 5港における 4月の水揚量は 2,853トンであ

り、前期（4,884 トン）の 0.5 倍であった（表 6）。10 月

から 4月まで前期と今期の月別水揚量を比較すると 11月

までは前期並みであったが 12月から増加した。3月には

前期より減少し、4月は前期並みであった (図 9)。 

 

 

 

 

 

 

表 6 東シナ海におけるマサバの水揚量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 10月から4月の前期と今期の東シナ海におけるマ

サバ水揚量の推移 

 

（4）山陰から東シナ海における水揚量と体長組成の関連 

 10 月から 4 月までの水揚量を前期と今期で比較すると

東シナ海では 12 月から 2月までは前期よりも高かった。

また、日本海中西部では今期 4月の漁獲量は 3月を上回っ

ていた。今期 4月の大型まき網水揚物の体長組成を福井沖

と対馬で比較するとどちらの海域においても 23cm～28cm

（1 歳）が主体であった。また、福井沖においては 30cm

以上（2歳以上）の漁獲も確認できた（図 10）。 

 例年の傾向から夏にかけて水揚量は減少するが、主体は

1歳魚（25～28cm）で推移すると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 2018年4月23日における福井沖と対馬の体長組

成の比較 

 

（漁海況部） 


